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Abstract：In 1970 it held the Japan World Exposition the machine, although it is at once evolved Japan marching, most 
of which have started from the United States of impersonation.
And technology that has rapidly developed in the favor, and accepted without match the stature of the Japanese, 
there is a status quo that has been practiced even now as a basis basic. Representation of the music that marching is 
transmitted to Japan, but are trying to elapse about half a century began working in earnest, its style in Japan has not 
been established. Enters from the "shape" 50 years ago, although it is marching who started from American , there was 
a notion that the Japanese are familiar it is less special to. Leaders of schools even less opportunity in contact with the 
marching, was not less also be swayed by the wrong knowledge and information.
In this way, in Japan with little opportunity to eye the marching, along with the leaders get the right knowledge, it is 
important to study the meaningful teaching methods to children, young people.
In this paper, it is not caught in the traditional "form", to pursue a more efficient and practical teaching method, you 
want to and that can be utilized in the field.
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メ ロ デ ィ ー が 順 に 後 ろ 向 き に 行 進 し て く 中、
ベースラインや伴奏がセンターを通過してい
く。当然メロディーより伴奏の方が大音量で聞
こえるため、バランスを調整する必要がある。
　　　方法としては、後ろ向きに行進するタイミン
グで、メロディーの音量を上げる、または、メ
ロディーを演奏するパートを後ろの列にも作
る、伴奏楽器のベルの方向を工夫する、等々、
客席でバランスよく聞こえるようコントロール
しなければならない。また特にホルンは後ろ向
きに行進すると、唯一ベルが前を向く楽器なの
で、場面によって方向や発音、音量に配慮が必
要となる。また、全員が後ろ向きに行進するラ
インでは、隊列がだんだん遠ざかっていくの
で、バンドとしては、徐々に強く演奏しなけれ
ば音楽も遠ざかってしまう。理想的には、後ろ
向きに行進している時の音楽は、デクレシェン
ド、前向きに行進している時は、クレシェンド、
後ろのラインではメゾピアノ、前のラインでは
フォルテのような楽曲があれば、何の工夫も必
要ないが、選曲が困難である。
　　　大変細かい調整になるが、例えば列が左から
右へセンターラインを通過していく時には、セ
ンターまではだんだん弱く演奏し、ラインを越
えてからは徐々に強く演奏していくと、客席の
真ん中ではフラットな状態で聞こえる。
　　　音楽室で合奏する状態とはかなり異なるた
め、面倒な作業のようであるが、要するに客席
で聞こえる音を優先に音楽づくりを展開するこ
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とが大切である。
５、おわりに
本稿では、全日本吹奏楽連盟のマーチングコンテ
ストを中心に検証してきたが、その他の大会にエント
リーするバンドも、運動会でマーチングを披露する吹
奏楽部も、定期演奏会でステージマーチングを考えて
いる人たちも、基本の多くがここにある。
大きなショーとしてのマーチングは出来るが、パ
レードで列を合わせることが出来ないバンドも少なく
ない。頭の先からつま先まで神経をとがらせて、列を
揃える、微妙な音楽の表現やバランスにこだわる、吹
奏楽連盟の規定演技に対するこだわりは細かいが、基
礎基本を丁寧に修得することは可能であろう。
日本においてその他の大会にエントリーされている
バンドも、このきめ細やかな音楽づくりであったり、
針の穴を通すような列の合わせ方であったり、学ぶべ
きところは数多いのではないか。
アメリカＤＣＩのトップコーを見ても、全日本マー
チングコンテストの金賞バンドの方が、細かい列は
揃っている。ショーの面白さは別にして、精度の高い
マーチングは日本のお家芸ではないか。華やかなマー
チングの根底にも、日本の文化に見合った繊細な心が
存在していてほしい。
音楽の世界においては、吹奏楽もマーチングも、ま
だまだ発展途中の分野である。近年 10 年ほどをみて
も、練習方法や演奏方法、音楽づくりに至るまで、目
覚ましく発展している。特に吹奏楽の分野において
は、どんどん新しい指導法・練習法が開発され、日本
の文化に定着しつつある。
しかしながら、マーチングにおいては、まだまだ日
本独自のものではなく、アメリカの発展に準じたもの
も少なくない。50 年前にマーチングを取り入れた時
もアメリカ式、現在の指導法もアメリカ式では、日本
に根づくことは難しいのではないか。
これからの日本のマーチングは、軍隊でもなけれ
ば、ハーフタイムショーでもない。日本の風土や文化、
そして環境に見合った新しいスタイルで、様々な音楽
を動きで表現する。このことは、まさにマーチングの
原点に立ち返り、我々日本人に合ったマーチングを追
求することであり、また新しいパフォーマンスを生む
ことに繋がるであろう。そのためには、指導者が現代
の日本に、より相応しい音楽づくりやマーチングのあ
り方を研究し、新しい指導法を追求していかなければ
ならないのではないだろうか。
